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姿を皆様に見て頂くわけで、月日 残酷だ いうことがおわかりになると思います。当時は髪もちゃんとしていましたし。 （会場笑）　
さて、大変昔の話ですが、昭和二〇年八月一五日の敗
戦によって進駐軍が日 にやってきました。何しろ食べ物がないときですから、子供たちは「ギブ・ミー・チョコレート」と言 のジープのあとを追っ掛け、ＧＩたちが撒くチョコレートやガムを夢中で拾っていたんです。父に連れられて外出したときですが、その光景
を見て、 「貴様があんなまねをしたら、俺はお前を殺す」と言ったんです。 「こんなことでは日本がなくなってしまう、これは一大事だ」という危機感 覚えたのでしょうね。明治生まれの能楽師としては珍しく、東洋大学の支那哲学科を出た男ですから 扇子一本で俺 を救うんだ」と思ったそう 。それをあとから聞いて「随分誇大なことを言ってたんだな」と思ったんですけれども、学校を回って辻説法のように狂言 見せて、その奥にある精神を子供たちに一 懸命に語っていた ですね。その影響もあって、父が亡くな あとも狂言教室のような普及活動をず としてきまし 。学校も喜んで協力して下さいました。今は先生方 忙 すぎ なかなか見る機会を作って頂けないんですけれども、当時は本当に沢山の学校に行きました。　
でもどうしても限界があります。ですから教育映画と
して狂言を紹介するというお話を頂いて 渡りに船 言いま ょうか、フィルムになってしまうと雰囲気 違かもしれないけれども、狂言を多くの方に知っ 頂くには大きなチャンスだと思いました。一九六七年当時 私
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ことですね。会場でそれにお気付きになった方 いらっしゃいますでしょうか。映画 関係者以外は、通して演じているように思われ の はない しょうか。山本
　〈萩大名〉は初めに大名が登場して、 「遠国に隠れ
もない大名です。長々在京いたせば、心が屈して悪しゅうござるによって、今日は遊山に出うと存ずる。まず太郎冠者を呼び出だい 談合 たそう。やいやい太郎冠者、あるかやい。 」 「ハ～ア～。 」 「おるか、お か 」 「ハ
～ア～。 」 「いたか。 」 「お前に。 」となるんですが、その間をブツブツ切られちゃうんです。カチンコが鳴る 、またそこから撮っていきます。 「どこだっけ」 「これでいいんだっけ」という感じで演じていましたので、映像を見るととても気持ちが悪いですね。　
それから、照明を変える間、装束を着たままで待たさ












〈萩大名〉をご覧になった方と両方いらっしゃると思うんですけれど、笑いのポイントや筋立てのわかりやすさが、実際の狂言と映画とでは、違う印象を持たれたかもしれませ 。映画はカットを切って、ここを見せ い、ここを強調したいという思いから組み立て いきます。そうすると、実際の舞台で 一続きで見るから面白い、わかる、というものと少し質の違う印象が出 くるように思います。先ほど、先生と客席 うしろから皆様の様
子を拝見していたら、映画のカットが変わって、ここだ、というところで盛り上がるんですね。　
私たちの世代が能楽などの伝統芸能を映像に記録しよ
うとする場合、瀬藤監督のこの方法は、監督には申し訳ないんで けど、少し過去のものです。今ですと能楽堂の正面・脇正面・中正面にカメラを据える形で撮ります。能舞台の上に上がって撮影を たりアップ るということは、今は滅多に行われません。　
ただ、五〇年前の一九六七年には、伝統芸能を撮ると






























































ね。人物がアップになって、それを引くと太郎冠者と大名の立ち位置 示される。今度はひっくり返る。会話を交わす場面ですから、大名が太郎冠者に話し掛けて、太郎冠者がそ 反応を大名に返すときに、僕らはイマジナリーラインという言い方をするのですが、二人の視線をキープしながらカメラをひっくり返しま 。そうすることで三人の会話 、 ット 変えても違和感 く伝わるようにするなり、これを「ドンデンでひっくり返す」と言います。　「ドンデン」となりますと、カメラの後方に人が大勢いたり背景の処理が必要となりますので、カメラ 逆側に返して撮る は ごく大変なんです。 「ここはドンデンで」と言うと、大体スタッフさんから嫌がられますし、照明さんが最も嫌がり ですので 映画 極めて効率的に撮っていくには片側だけをずっと撮影して、あとで向こう側を撮るという段取り 組みます。撮影所の時代には職人さ たちの集団が映画を制作していましたので 監督さんが るカットを決めたら、ダ ッと片側だけを撮っ 、ひっくり返して う片方をダー














































ないんです。今のビデオと違いまして、テープレコーダーとカメラと、別の機械で音 画を撮りますが、カメラのほうが水晶時計 ようには正確に回りません。ですから、ずっと撮っていると音声と合わなくなっ くることがあります。
　
もう一つは、カメラの音がうるさいのですね。ギャーッ
















































































ら、すぐ帰って寝られるはずなのですが、なかなか寝かしてくれなかった。一段落すると見所に集ま 、ビール買っ きて皆で酌み交わしたりする。お袋が料理を作るのが好きだったの 、手作りの物をどんどん運んでくれて、照明の人も音響 人もマネージャーも監督もみな交じって、まさに梁山泊 酒盛りじゃないけ ど 車座に って言いたいことを言っておりました。井上
　
映画ってむしろ映画をしていないときが大事なん























































柄は長袴ですからあま 関係ないですが、例えば習の足使いというのがあります。僕らの若 頃はいつも三曲四曲、並行して教わったんで それが当たり前だと思っていたんですけれど、今の子たちは一曲 終わら次の曲の稽古に取り掛かることが きないんです。それで間に合わなくなるので、仕方なくビデオを見 ある程度覚えてくるんですけど、そ す と足使いなんか ビ
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デオには映っていないですよね。だからそこを無自覚に演じてしまうので、そんなときにカッときて、 「そこは大事な足なの 何だ！」と叱りま 。そういう意味で、映画は正確な記録ではないでしょうね。井上
　
映画サイドの話をしますと、最初に実際の能舞台
で〈萩大名〉を見るのと、こ 映画 見るのとでは笑のポイントが違うと言いました。映画は誘導す んです、ある程度。引いたりアップにしたり動かした しながら、お客さんにここを見てくれ、ここがポイントだ、ということを、言葉を使わないで見せ いくや 方をます。　
じつは映っている映像のうしろに実際は色々なものが



























ないですね。 「あんなことやっ 間がねえじゃねえ 」とか「もうちょっとコメよ」とか、テレビを見ながら自分でダメ出しをしています。　
親父から褒められたことは一度もありません。何も
言わないときはまあまあできたということなんです。二四、五になった頃からは親父も多少諦めたのかもしれませんが 段々怒られなくなって、今、自分たち やれる精一杯のところ の と思いました。　
最近では、決められたセリフであっても、もう少し自
分のところへ引っ張り んで、自分 気持ちで言いたいと思っています。例えば「これはこのあたりに住まいたす者でござる」というセリフ、それは今日、初め 口を突いて出てきた言葉で、決して い古した言葉にしてはいけな んだ、と強く意識した 五〇歳ぐ い ときです。常に新しく喋り い、しかも自分の心で喋る、自分の思いの中 セリフを入れたい、と思っています。　
絵画や小説と違って舞台は消えるものだということは





































さいましたが、屋内の色々な能舞台の照明設備そのものの古 というか、裸電球が煌 と輝いているような能舞台があるように思います。高村光太郎が「幽玄もへったくれもなかろう」というようなことを書いて たと思いますけ ども、能舞台の照明を少し工夫したほうがよいかと思うのですが いかがでしょうか。山本
　
明治になって能舞台が屋内に入ったため照明を設






出る能を演じるという演出をしたわけ す。 いう絶対的大自然の光を人間が頂戴して舞台を作っているという信仰があったから、 口の電気で照明をすることに対して明治の人たちには拒否反応 あったんでしょ 。　
蝋燭で照明すると、例えば〈道成寺〉や〈葵上〉に着
る縫箔の油煙模様の刺繍がじつに綺麗に出てきます。怨
念を持った女性の装束にあの模様を用いたのには意味があるのですね。ところが今の照明をバーッと当てるとその模様が死んでしまう。狂言で言うと〈六地蔵〉や〈清水〉では少し暗くしたいですね。鬼や仏様に化けたのが、今の能舞台のような明るい照明だと見破られてしまう。もう少し静かな明かりがほし と思います。場合によっては明かりを少し絞って下さ 、とお願 することもあります三浦
　
興味深いご質問やご意見をありがとうございまし















































































□出演した能楽師… 〈萩大名〉 〈附子〉 〈狐塚〉 〈痿痺〉 〈清
水〉 〈柿山伏〉山本東次郎（四世。当時、山本則寿。狂言方大蔵流。一九三七─）
 
〈萩大名〉 〈附子〉 〈狐塚〉 〈痿痺〉 〈清水〉
 
〈柿山伏〉山本則直（狂言方大蔵流。一九三九─二〇一〇）
 
〈萩大名〉 狐塚〉山本則俊（狂言方大蔵流。一九四二─）
□定価…………一五五、 〇〇〇円□受賞など 文部省選定　　　　　　　
教育映画祭最優秀作品賞（一九六八年）
